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全国男性保健師のつどい
2016 in KANAGAWA
日程：10月 29 日（土）
会場：リロの会議室「関内横浜スタ
ジアム前」（神奈川県横浜市）
プログラム：話題提供（神奈川の男
性保健師より）／グループトーク（関
心領域ごとでの情報交換）／各都道
府県からの一言自慢等々
参加要件：性別・年齢・所属問わ
ず，どなたでも参加可能
定員：100名（定員になり次第締切）
申し込み方法：下記URL より
締切：10月 15 日（土）
問い合わせ先：全国男性保健師のつ
どい 2016 in KANAGAWA事務局
kanadan.phn@gmail.com
https://docs.google.com/forms/

d/1pnoOaZdduUDIeWJOm5JKqt2 
FgMyGcTI5OJIpnEQd1ps/

NICU/GCUから 
退院する児とその家族への 
支援を考えるシンポジウム
日程：11月 3日（木・祝）
会場：秋葉原コンベンションホール
（東京都千代田区）
プログラム：講演「我が国における
小児医療提供体制」桑木光太郎（厚
生労働省医政局）／講演「小児在宅
移行支援の実際」田中道子（あすか
山訪問看護ステーション）／講演
「千葉県千葉リハビリテーションセ
ンターにおける子どもの在宅療養移
行支援の取り組み」荒木暁子（千葉
県千葉リハビリテーションセンター
看護局）／シンポジウム「鹿児島市
におけるNICU/GCUから退院する
児とその家族の支援に関する取り組
み」林恵子（鹿児島市立病院看護

部），渡邉理恵（鹿児島こども訪問看
護ステーション）ほか
定員：先着 300 名
参加費：無料
対象：総合・地域周産期母子医療セ
ンターや訪問看護ステーション等で
小児在宅療養支援に取り組む医療職
者や関係者等，都道府県・市町村行
政の担当者等
申し込み方法：Eメールまたは FAX
にて，①氏名（フリガナ）②勤務地の
都道府県，③勤務先施設名，④所属
機関（総合周産期／地域周産期／一
般病院／診療所／教育機関／行政機
関／訪問看護ステーション／その
他），職位〔看護部長／看護副部長
／師長／副師長（主任・係長含む）／
その他〕，職種（助産師／看護師／保
健師／医師／その他），⑦ JNA会員
（会員／非会員），⑧メールアドレ
ス，⑨（FAXの場合）FAX番号を明
記のうえ送付
申し込み期限：8月 31 日（水）
申し込み・問い合わせ先：日本看護
協会健康政策部助産師課
☎ 03-5778-8843
03-5778-8478
jna_josan@nurse.or.jp

保健指導レベルアップセミナー
保健指導の基礎を 
体系的に学ぶ !
日程・テーマ：①11月12日（土）・
生活習慣病予防のプログラム─高血
圧を中心に保健指導のポイントを学
ぶ
②12月10日（土）・保健指導の実践
的なポイント
③2017年 1月 21日（土）・保健指導
と高血圧診療の連携
④2017年 2月18日（土）・合併疾患
を予防するには
※計 4回の開催ですが，単発での
受講も可能
会場：①②塩野義製薬株式会社レク
チャーホール（東京都渋谷区），③④
エーザイ株式会社　東京コミュニ
ケーションオフィス（東京都新宿区）

コースリーダー：岡山明（生活習慣
病予防研究センター）
対象者：保健師，看護師，薬剤師，
管理栄養士，栄養士，理学療法士，
臨床検査技師ほか
受講料：日本循環器病予防学会会員
4000 円，日本高血圧学会会員
4000 円，非会員 8000 円
申し込み方法：申込書を下記URL
よりダウンロードし，必要事項を記
入後，メールまたは FAXにて送付
申し込み・問い合わせ先：日本循環
器病予防学会
〒161-0034　東京都新宿区上落合
3-9-1　北村ビル 402 号室
☎ 03-6304-0760
03-6304-0565
seminar02@jacd.info
http://www.jacd.info/hokenshid 
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京都橘大学看護国際フォーラム
2016
“End-of-Life Care”　
人によりそう看護
日程：11月 13 日（日）
会場：国立京都国際会館　Room B-1
（京都府京都市）
講師：Berit Seiger Cronfalk（Ersta 
Skondal University college, Swe-
den），吉田智美（滋賀県立成人病セ
ンター緩和ケアセンター），中尾美
千代（訪問看護ステーションここ
ろ），小板橋喜久代（京都橘大学看護
学部）
定員：250 名（先着順）
受講料：3000 円
対象：看護職者，一般市民，学生
申し込み方法：下記URL より
問い合わせ先：京都橘大学エクステ
ンションセンター（学術振興課）
☎ 075-574-4186
075-574-4149
aca-ext@tachibana-u.ac.jp
http://www.tachibana-u.ac.jp/

research_area/extention/2016/02/
end-of-life-care.html
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本欄へ掲載を希望する学会・研究
会・講習会などのお知らせがあり
ましたら，本誌編集室までお送り
ください。

〒113-8719
東京都文京区本郷 1-28-23
03-5804-0485
hokenshi@igaku-shoin.co.jp

日本家族計画協会 
平成28年度セミナー
1．第 4回遺伝がわかるセミナー
日程：11月 23 日（水・祝）
会場：フォーラムミカサ　エコ（東
京都千代田区）
プログラム：講義①「遺伝と遺伝相
談」月野隆一（和歌山つくし医療・
福祉センター）／②「遺伝子検査の
限界」市原慶和（藤田保健衛生大学
大学院保健学研究科）／③「高年齢
妊娠と遺伝」山中美智子（聖路加国
際病院遺伝診療部部）／まとめ・質
疑応答
対象：保健師，助産師，看護師，保
育士，看護教員等
受講料：8640 円（税込）
定員：60名
2． 第 26回お母さんと子どもの 
元気セミナー

日程：2017 年 1月 21 日（土）
会場：フォーラムミカサ　エコ（東
京都千代田区）
プログラム：「妊娠・出産における
外国人女性への支援の方法─知って
おきたいポイント」五十嵐ゆかり
（聖路加国際看護大学看護学部，多
文化医療サービス研究会）
対象：母子保健行政担当者（保健
師，助産師，看護師等）
受講料：5400 円
定員：70名
3． 第 7回思春期保健ミニ講座 
─思春期のやせと貧血

日程：2017 年 2月 19 日（日）
会場：全水道会館（東京都文京区）
プログラム：講義①「思春期やせ
症」鈴木眞理（政策研究大学院大学
保健管理センター）／②「思春期の
貧血」前田美穂（日本医科大学附属
病院小児科）／③「思春期の食事」
吉岡有紀子（相模女子大学栄養科学
部）
対象：保健師，助産師，看護師，養
護教諭，教職員，看護教員等
受講料：1万 800 円
定員：80名
（以下共通）

申し込み方法：専用申込書または下
記URL より
問い合わせ先：日本家族計画協会　
研修担当
〒162-0843　東京都新宿区市谷田
町 1-10　保健会館新館
☎ 03-3269-4785
03-3267-2658
http://www.jfpa.or.jp/

平成 28年度厚生労働省先駆的
保健活動交流推進事業 
データを活用した保健活動 
推進のためのフォーラム
データ活用は地域づくりの
たまて箱
日程：2017 年 1月 20 日（金）
会場：フォレスト仙台　フォレスト
ホール（宮城県仙台市）
概要：5市町村におけるデータヘル
ス計画策定・実施を通じて，データ
を活用した保健活動の展開の実際や
効果的なプロセスについて公表しま
す。また，自治体や支援者・有識者
の方々を交えて，データ活用の今後
の展望と保健師に求められる役割や
組織内外からの支援のあり方等を検
討し，実践につながる最新の情報を
お届けします。
プログラム：「時代の潮流とデータ
ヘルス─なぜ今データヘルスなの
か」近藤克則（千葉大学予防医学セ
ンター社会予防医学研究部門）／「ど
んどん展開 ! データヘルスと地域づ
くり」古井祐司（東京大学政策ビ
ジョン研究センター）／「How To
データ分析 データ分析手順を優し
く解説」中尾裕之（宮崎県立看護大
学看護学部）／シンポジウム「デー
タを活かした保健活動からビッグ
ムーブメントを起こす─それぞれの
立場から役割を考える」：〔座長〕横
山徹爾（国立保健医療科学院），中板
育美（日本看護協会），〔シンポジス
ト等〕自治体保健師および事務職，
早川岳人（立命館大学衣笠総合研究
機構地域健康社会学研究プロジェク
ト）ほか／「あなたもエキスパート !

データを活用した保健活動の展開
へ」中板育美（日本看護協会）
対象：行政保健師およびデータヘル
スに係る事務職の方，公衆衛生活動
やデータ活用について市町村保健師
等へ支援・協力する立場にある方
（公衆衛生医師，公衆衛生 /公衆衛
生看護学分野の教員等）等
定員：140 名程度。参加者には，
もれなく「データの『見方』は保健
師の『味方』」※をプレゼント !
※平成 27年度厚生労働省保健指導
支援事業の一環で開発した冊子。
データ活用の考え方やデータを読み
解く手順・データヘルス研修企画ポ
イント等を詳しく解説したもの
参加費：無料（参加費には受講費以
外の交通費・宿泊費・食費等は含み
ません）
募集期間：10月 5日（水）～11月18
日（金）正午
※原則，先着順とし，参加決定は
12月上旬頃に通知予定。
申し込み方法：日本看護協会ホーム
ページより申込書をダウンロードし
必要事項を記入後，下記事務局まで
メールまたは FAXにて送付
申し込み・問い合わせ先：日本看護
協会健康政策部保健師課
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前
5-8-2
☎ 03-5778-8844
03-5778-8478
hokenshi@nurse.or.jp
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